
研究成果情報 畜産 １８ 豚 飼養管理

新技術・情報名 暑熱期の母豚に対する加水飼料 分類 ②
の給与による繁殖性の改善

1．成果の内容

ｌ)技術・情報の内容及び特徴

暑熱期における母豚の繁殖性を改善するために、加水飼料を母豚に給

与することが有効であることを明らかにした。

（１）飼料摂取量は、飼料へ水を加えることにより噌好性が良くなり、リキ

ッド飼料（５．５１kg)＞ウエット飼料（4.89kg)＞ドライ飼料（４．２２ｋｇ)の順と

なる。

（２）総飲水量は、ドライ区（２３．６９）・ウエット区（２４．６９）・リキッド区（２

５．３１）で、飼料への加水の有無に関わらず差はない。

（３）子豚の発育は、子豚の生時体重による影響が大きいために加水による

効果は明らかでない。

（４）ウエット及びリキッド飼料を給与するとドライ飼料給与より母豚の体

重減少率は約５０％小さくなり、発情再帰日数は５～６日で早くなる傾向

にある。

2)技術・情報の適応効果

暑熱期の母豚の繁殖性向上

3)適応範囲

繁殖農家，一貫経営農家

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

加水飼料（ウエット、リキッド）は、暑熱期では変質しやすいので１

日３回給与する。
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２．具体的データ

表ユ飼料への加水割合

ﾄ゙･ライ区

ウエット区

リキットー区

飼料：水

１：０

１：１

１８２

表２母豚飼料給与量

分娩前２ｋｇ

分娩～２日１

３日～４日２

５日～６日３

７日～２１日（離乳）６

表３母豚の飼料摂取量、飲水量及び繁殖成績 (平成３年）

試験区
項目

供設頭数（頭）

飼料摂取量（kg／日）

総飲水堂（９／日）

生産子数（頭）

生時子豚平均体重（kg）

離乳〃（kg）

子豚体重の総増加堂（kg）

母豚体重減少率（％）

発情再帰日数（日）

ドライ区ウエット区 リキッド区

５

４．２２ａ

２３．６

９．４

１．５７

５．５３

１７３．６

８．３０

９．５

５ ５

４．８９ａｂ ５．５１ｂ

２４．６(１９．７）２５．３(１４．３）

１０．４８．６

１．３６１．４０

４．７６４．９９

１４０．０１５０．９

４．３９４．２７

６．０５．５

注） ①異符号間は５％水準で有意
②総飲水量のカッコ内は給水カップによる飲水量。
③飼料摂取量と飲水量は分娩７日～騒乳までの平均値
④子豚体重の総増加量は離乳時総子豚体重一生時総子豚体重
⑤発情再帰日数は離乳からの日数
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